
緑を求める市民でにぎわう緑化まつ‘J 

花
と
緑
の
市
が
、
四
月
十
五

日
か
ら
十
七
日
ま
で

の
三
日
間

に
わ
た
り
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
 

場
で
開
か
れ
、
庭
木
や
鉢
植
え
 

こ
れ
は
、
市
の
緑
豊
か
な
環
 

の
花
を
求
め
る
市
民
で

に
ぎ
わ
 
境
づ

く
り
運
動
の

一
環
と
し
て
 

い
ま
し
た
。
 

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
「緑
を
大
 

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
 

べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
今
春
、
小
・
中
 

ば
ら
し

い
ま
ち
を
築

い
て
い
き
 

切
に
、潤
い
の
あ
る
生
活
を
ノ
」
 

を
テ
ー
マ
に
、
市
が
県
森
林
組

合
連
合
会
、
北
津
軽
森
林
組
合

と
の
共
催
で
開
い
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
十
六
回
目
と
な
り

ま
す
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
森
田
市

長
が
 
「活
力
と
潤
い
の
あ
る
す
 

学
校
（
入
学
し
た
児
童
・
生
徒

の
代
表
と
し
て
五
小

一
年
生
の

中
田
耕
大
く
ん
ら
四
人
に
、
高

橋
教
育
長
か
ら
桜
な
ど
の
入
学

記
念
樹
が
贈
ら
れ
た
後
、
テ
ー
 

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
待
ち
か

ね
て
い
た
市
民
が
ど
っ

と
押
し

寄
せ
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
即
売
の
ほ
か
山
野

草
の
植
え
方
と
管
理
の
実
技
講

習
会
や
花
と
緑
の
相
談
所
な
ど

も
行
わ
れ
好
評
を
得
ま
し
た
。
 

今
で
は
、
こ
の
緑
化
ま
つ
り

が
開
か
れ
る
の
を
心
ま
ち
に
し

て
い
る
市
民
も
多
く
、
本
格
的

な
春
を
告
げ
る
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

 ・
 

舞
慧
繊
鷺
大
鵬
虚
寸
極
虐
産
菱
龍
睦
流
鷺
纏
議
麟
一
 

墨
鷲
篇
一
篇
「慧
聾

』g
り
こ
第
十

六
回
環
境
緑

化

ま
つ
り
開
催
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54 

:． わた＜したちの先人は、不暁不屈の五所川原 
:．魂をもつてあらゆる困難を克服レ新田を切り 
・：開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 
,：上げました。 
】． わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
hい視野に立って西北津軽の人マと協調 
に し、郷土の限りない発展を願って、こ 
二三．こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

⑨平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 
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糾
民と」m
響
緋

彰
伽
人
決
ま
る
蕊
 

昭
和
六
十
三
年
度
の
行
政
連
絡
員
百
六
十
三
人
が
決
ま
り
四
月
一
一

十
一
一
日
、中
央
公
民
館
で
そ
の
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

行
政
連
絡
員
は
、市
民
と
市
役
所
の
貴
重
な
橋
渡
し
役
と
な
る
も

の
で
、
そ
の
任
期
は
一
一
年
です
。
 

式
で
は
、
森
田
市
長
が
委
嘱
状
を
交
付
後
「
潤
い
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
、
五
所
川
原
市
を
つ
く
る
た
め
に
、
市
民
と
市
役
所
の
橋
渡
し

役
と
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
 

新
し
く
行
政
連
絡
員
に
な
ら
れた
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

委嘱状交付式であいさつを述べる森田市長 

ど
（つ
ぞ
 

よ
ろ
し

く
 

中
谷
正
治

小
野
つ
亘

白
取
孝
一

前
句
栄
雄
 

湊

団

地
 

▽
第
「
千
鳥
町
 
原田
市
太
郎
 

▽
千
鳥
町
 
北
浦
一
義
 

▽
湊
団
地
町
 
吉
井
善
一
 

若
葉
地
区
 

▽
市
営
住
宅

▽
県
営
住
宅

▽
第
一
町
内

▽
第
ニ
町
内
 

梅
沢
地
区
 

▽
梅
田
 
前
田
誠
、土
岐
雄
一
、
 

福
士
長
太
郎
 

▽
中
泉
 
成
田
千
義
、
今
佐
太
 

栄
地

区
 

▽
湊
 
平
山
弥
助
、
三
橋
兼
蔵
 

▽
姥
惹
 
木
村三
四
郎
 

▽
猫
測
 
藤
田
藤
栄
 

▽
三
ツ
谷
 
岩
測
睦
男
 

▽
稲
実
 
加
藤
藤
男
、
木
村
勝
 

五
所
川
原
 

地
区
 

▽
錦
町
 
長
内
千
代
吉
 

▽
幾
島
町
 
塚
本
柾
夫
 

▽
柏
原
町
 
高
松
三
雄
 

▽
上
平
井
町
 
気
田
勝
治
 

▽
平
井
町
 
津
川
武
雄
 

▽
中
平
井
町
 
古
坂
功
 

▽
下
平
井
町
 
木村
嘉
四
雄
、
 

磯
辺
勇
司
 

▽
さ
つ
き
町
 
木
村
秀
夫
 

▽
敷
島
町
 
開
米
尾
次
 

▽
東
雲
町
 
木
村
一
雄
 

▽
旭
町
 
一
戸
要
作
 

▽
大
町
 
姥
子
竹
次
郎
 

▽
寺
町
・
岩
木町
 
福
士
孝
一
 

▽
末
広
・
新
宮
町
 
松
本
一
雄
 

▽
新
宮
町
 
原
三
五
一
 

▽
末
広
町
 
小
野
清
茂
 

▽
布
屋
町
 
渋
谷
武
治
 

▽
本
町
 
葛
西
専
造
 

▽
東
町
 
小
山
末
治
 

▽
弥
生
町
 
宮
野
淳
 

▽
鎌
谷
町
 
俵
谷
佐
之
一
 

▽
ー
ツ
谷
 
竹
谷
と
く
 

▽
鳥
森
 
木
村
孝
三
郎
 
 

▽
川
端
町
 
池
田
金
四
郎
 

▽
第
一
柳
町
 
対馬
左
都
夫
 

▽
第
ニ
柳
町
 
葛西
富
蔵
 

▽
成
田
町
 
蒔
田
照
明
 

▽
元
町
 
小
田
桐
繁
喜
代
 

▽
新
町
 
木
村
宗
勝
 

▽
田
町
 
高
松
文
蔵
 

▽
栄
町
 
江良
直
義
 

▽
田
園
町
 
大
沢
拓
三
 

▽
十
川
町
 
西
村
喜
美
 

▽
平
和
町
 
斉
藤
千
秋
、
清
野
 

正
治
 

▽
雛
田
 
平
山
昭三
 

▽
小
曲
 
佐
藤
洋
1
11
 

▽
沼
田
町
 
金
田
靖
子
 

▽
八
重
菊
 
浜
田
昭
信
 

松
島
団
地
 

▽
松
島
町
一
丁
目
 
藤田
善
太
  

白
い
 

白
い
 

▽
同
一
一丁
目
 
野
呂
操

▽
同
三
丁
目
 
寺
田
正
一

▽
同
四
丁
目
 
葛西
勇
三
郎

▽
同
五
丁
目
 
三
上
義
造

▽
同
六
丁
目
 
白川
久
夫

▽
同
七
丁
目
 
工藤
義
美

▽
同
八
丁
目
 
小
寺
喜
代
治
 
 

四
郎
 

▽
広
田
 
毛
内
徳
栄
、
鹿
内
清
、
 

葛
西
松
男
 

▽
七
ツ
舘
 
葛
西
繁
夫
、葛
西
 

喜
美
雄
 

▽
雇
用
促
進
住
宅
 
小山
内
哲
 

夫
 

▽
み
ど
り
町
一
・
ニ
丁
目
 

町
屋
て
つ
 

▽
同
一
一丁
目
 
斉
藤
シ
ゲ
子
 

▽
同
三
丁
目
 
小
野栄
子
 

▽
同
四
丁
目
 
長
内
武男
 

▽
同
五
丁
目
 
田
中豊
 

▽
同
六
丁
目
 
木
村
一
四
五
 

▽
同
七
丁
目
 
赤
城
幸雄
 

▽
同
八
丁
目
 
田
中
ヤ
エ
 

長
橋
地
区
 

▽
浅
井
 
笹
森
豊
弘
 

▽
福
山
 
石
岡
勝
美
、小
田
桐
 

柾
五
郎
 

▽
杉
派
立
 
石
岡
恒
雄
 

▽
野
里
 
今
定四
郎
 

▽
神
山
 
葛
西
金
五
郎
 

▽
松
野
木
 
長
尾
芳彦
 

▽
福
岡
 
横
島
貞
吉
 

▽
若
山
 
成
田政
敏
 

【
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建
替
工
事
に
着
エ
 

、
 

▽
石
田
坂
 
片
岡重
義
 

▽
戸
沢
 
間
山
正
昭
 

▽
豊
成
 
工
藤
順
三
 

七
和
地
区
 

▽
高
野
 
楠
美
浩
正
、
堀
内
謙
 

司
、
小
笠
原
惣
三
郎
 

▽
前
田
野
目
 
斉
藤定
美
、
新
 

谷
勝
男
 

▽
持
子
沢
 
小
笠
原
謙一
 

▽
羽
野
木
沢
 
宮
崎
浩
一
 

▽
原
子
 
柳
原
政
次
郎
、
伊
藤
 

俊
彦
 

▽
俵
元
 
外
崎
健
一
 

松
島
地
区
 

▽
吹
畑
 
木村
博
一
 

▽
唐
笠
柳
 
橘
節
男
 

▽
石
岡
 
佐
々
木
嘉
四
太
郎
 

▽
水
野
尾
 
森
美佐
雄
、
太
田
 

章
 

▽
漆
川
 
吉
村
嘉
右
衛
門
 

▽
太
刀
打
 
山
形
隆
一
 

▽
桃
崎
 
荒
関
清
治
 

▽
尻
無
 
山
田
実
 

▽
一
野
坪
 三
浦
柾
一
 

▽
石
畑
 
対
馬
佐
三
雄
 

▽
前
落
・
中
村
 
山
内
健
成
 

▽
馬
性
 
高
僑天
進
 

▽
野
崎
 
高
僑
義
美
 

▽
田
中
 
小野
正
清
 
 

▽
悪
戸
・
宮
田
 
高
橋
博
士
 

▽
川
代
田
 
外
崎
一
広
 

▽
米
田
 
工
藤
力
夫
 

▽
」
本
柳
 
蒔
田
豊
作
 

飯
詰
地
区
 

▽
坂
上
 
長
峰
勝
義
 

▽
南
新
 
乳
井
光
夫
 

▽
北
新
・
中
町
 
長
峰
政
雄
 

▽
新
町
・
大
町
 
山
口
賢
吉
 

▽
伝
助
町
・
下
町
 
三
浦
利
雄
 

▽
大
正
町
 
中
村
敬
一
 

▽
大
日
町
 
柳
原
幸
枝
 

▽
南
下
・
中
下
 
奥
野
菖
十
郎
 

▽
長
坂
 
平
山正
治
 

▽
曙
町
 
岡
田
晴
正
 

▽
興
隆
・
朝
日
 
斉
藤
勝
義
 

▽
下
岩
崎
 
其
田
み
よ
の
 

▽
五
本
松

・
北
下
 
三
上
兼
四
 

自
い
 

▽
下
村
 
今実
 

▽
上
町
・
寺
町
 
中
谷
庄
左
衛
 

三
好
地
区
 

▽
鶴
ケ
岡
 
長
尾
一
男
、葛
西

喜
代
治
、
相
馬
文
男
 

▽
藻
川
 
野
呂
辰
五
郎
、
 一
戸

助
六
、
岡
元
豊
勝
、
高
橋
宏
治

▽
高
瀬
 
中
村二
郎
 

▽
福
井
 
小
笠原
一
郎
 

中
川
地
区
 

▽
川
山
（
上
）
 
松
沢
松
治
郎

▽
同
（
中
）
 
藤
森
信
悦

▽
同
（
下
）
 
舘
山
長
昭

▽
沖
飯
詰
 
藤
森
勇

▽
桜
田
 
古
川
春
夫

▽
中
泊
 
外
崎
正
雄

▽
種
井
 
高
橋
逸
郎

▽
田
川
 
小
笠
原
俊
正
 

毘
沙
門
 

地
区
 

▽
毘
沙
門
 
北
川
要
二
郎
 

▽
旭

・
新
田
 
沢
田
勝
頼
 

▽
中
崎
 
北
川
成
四
郎
 

▽
共
栄
 
三
ケ田
興
造
 

▽
中
野

・
川
端
 
山
口
衛
一
 

▽
長
富

（
上）
 
増
田
光
信
 

▽
同
（
中
）
 
高
橋
聡
允
、
斉
 

藤
秀
成
 

▽
同
（
下
）
 
木
村
千
代
作
 

市
で
は
四
月
九
日
、
富
士
見

団
地
の
市
営
住
宅
建
替
工
事
の

起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

同
住
宅
は
、
昭
和
三
十
二
年

に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
平
和
産

業
大
博
覧
会
」
の
跡
地
に
建
設

さ
れ
た
も
の
で
、
完
成
し
て
か

ら
一
一十
八
年
が
経
過
し
、
建
物

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
 

こ
の
地
域
は
水
は
け
が
悪
く
、
 

た
び
た
び
床
下
、
床
上
浸
水
の

被
害
が
多
く
、
住
民
か
ら
は
建

替
え
の
要
望
が
出
て
い
た
も
の

で
す
。
 

市
は
こ
の
た
め
、
昭
和
六
十

二
年
か
ら
建
替
え
工
事
に
着
手

し
、
昨
年
度
は
一
号
棟
の
整
地

を
、
今
年
度
は
一
号
棟
の
建
築

と
二
、
三
号
棟
の
整
地
を
行
い
、
 

昭
和
六
十
九
年
度
ま
で
に
中
層

三
、
四
階
建
て
の
住
宅
十
三
棟

を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
 

全
体
計
画
で
は
、
四
・
九
五
 

』
「ル
に
鉄筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

建
て
五
棟
、
同
四
階
建
て
八
棟

建
築
す
る
予
定
で
二
百
八
十
六

戸
が
入
居
可
能
と
な
り
、
総
事

業
費
は
約
四
十
億
円
か
か
る
見
 
 

込
み
で
す
。
 

一
号棟
は
、
一
階
が
亡

D
 

K

（
六畳
二
間
、
」
D
K
二
十

平
方
H
ー
約
十
二
畳
一
間
）、
が

六
戸
、
二
階
と
三
階
は
三
」
D
 

K

（
六畳
二
間
、
四
・
五
畳
一

間
、」
D
K
ー
和
室
八
畳
一
間
）
 

が
十
一
一戸
入
居
の
建
物
で
、
 一

階
に
は
雪
片
づ
け
の
必
要
の
な

い
通
路
を
設
け
た
克
雪
型
の
住

宅
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
両
妻
の
外
壁
は
市
の

花
・ノ
（
ナ
シ
ョ
ウ
プ

（
縦一
一・

七
H

、
横
一
一
・
七H
）
を
描
い

た
レ
リ

ー
フ
壁
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

こ
の
日
は
、
森
田
市
長
を
は

じ
め
川
浪
重
次
郎
市
議
会
議
長
、
 

斎
藤
千
秋
平
和
町
々
内
会
長
、
 

片
山
正
七
富
士
見
団
地
住
宅
建

替
委
貝
会
委
員
長
な
ど
約
五
十

人
が
出
席
し
て
一
号
棟
の
起
工

式
を
行
い
、
本
年
八
月
の
完
成

に
向
け
着
工
し
ま
し
た
。
 

誠
w
 

起工式でくわ入れを行う森田市長 



五
所
川
原
大
橋
建
設
工
事
着
々
と
進
行
 
I 

ーー編LL為、 
エ事の進行状況を視察する
森田市長 
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青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
 

2
1世
紀
を
担
う
ェ
ン
ジ
ニ
ア
め
ざ
し
て
m
人
入
学
 

森田市長（右）に目録を手渡す
荒関会長（左） 

雇
用
促
進
事
業
団
の
青
森
職

業
訓
練
短
期
大
学
校
（
辻
茂校

長
）
で
四
月
八
日
、
六
士
一一
年

度
生
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

式
に
は
学
生
と
父母
、
来
賓
、
 

学
校
関
係
者
な
ど
合
わ
せ
て
約

三
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
辻
校
長
が
、機
械
シ

ス
テ
ム
系
三
十
八
人
、
電
子
・

情
報
シ
ス
テ
ム
系
四
十
九
人
、
 

制
御
シ
ス
テ
ム
系
二
十
五
人
の

合
わ
せ
て
百
十
二
人
の
入
学
を
 
 

認
定
し
た
後
、「輝
や
か
し
い
今

日
の
感
激
と
精
神
の
高
ま
り
を

持
続
し
つ
づ
け
、
所
定
の
学
習

に
真
剣
に
取
り
組
み
、
知
・徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
と
れ
た
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
雇
用
促
進
事
業

団
の
矢
田
貝
寛
文
職
業
能
力
開

発
企
画
部
長
が
入
学
生
を
激
励
、
 

県
知
事
代
理
の
村
本
文
正
職
業

能
力
開
発
課
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
後
、
森
田
市
長
が
「
本
校
は
 
 

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
実
践
技

術
者
を
養
成
す
る
教
育
機
関
と

し
て
、
ま
た
、
地
域
に
お
け
る

工
業
技
術
教
育
の
中
核
と
し
て

絶
大
な
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
理
想
を
高
く
揚
げ
、
 

た
く
ま
し
く
前
進
し
て
く
だ
さ

い
」
 
と
祝
辞を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
新
入
生
を
代
表
し
て

機
械
シ
ス
テ
ム
系
の
間
山
武
人

さ
ん
が
「
学
業
に
専
念
し
、
確

か
な
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
」
 

と
宣
誓
し
て
式
を
終
わ
り
ま
し

た
。
 

同
校
は
、
今
年
度
か
ら
市
の

要
望
に
も
と
づ
き
情
報
シ
ス

テ
ム
科
を
増
設
し
、
自
動
制

御
、
電
子
機
械
な
ど
の
専
攻
を

改
変
整
備
す
る
な
ど
、
全
科
目

に
わ
た
り
、
 エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、
制
御
、
 ニ
ュ

ー
メ
デ
ア
、
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
利
用
技
術

を
適
切
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組

み
込
み
、
二
十
一
世
紀
に
活
躍

を
期
待
さ
れ
る
若
き
エ
ン
ジ
ー
ー
 

ア
を
育
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
 

同
校
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

総
事
業
費
三
十
八
億
円
、
西

北
五
地
域
住
民
の
念
願
で
あ
る

五
所
川
原
大
橋
建
設
事
業
は
、
 

五
所
川
原
東
日
流
（
つ
がる
）
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ

（
荒関
正
 

四
月
九
日
に
橋
げ
た
が
ド
ッ
キ
 

ン
グ
し
、
昭
和
六
十
四
年
完
成
 

に
向
け
工
事
が
着
々
と
進
行
し
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
五
所
川

原
大
橋
建
設
事

業
は
、
本
市
の

市
街
地
と
西
郡

を
結
ぶ
橋
が
乾

橋
一
橋
の
み
で

そ
の
た
め
に
交

通
渋
滞
が
ひ
ど

く
経
済
面
、
生

活
面
に
支
障
を
 

き
た
し
て
い
る
 

昌
会
長
・
会
貝
数
四
十
五
人
）
 

で
は
四
月
十
七
日
、
菊
ケ
丘
運

動
公
園
の
整
備
事
業
に
と
市
の

木

・
ハ
ル
ニ
レ
二
十
本
を
寄
贈
 
 

現
状
で
あ
り
、
ま
た
、
都
市
防

災
上
の
見
地
か
ら
も
早
期
完
成

が
望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
昭

和
五
十
五
年
度
以
来
の
市
の
最

重
点
要
望
事
業
で
す
。
 

森
田
市
長
は
去
る
二
月
十
八

日
、
自
由
民
主
党
の
安
倍
晋
太

郎
幹
事
長
に
対
し
、
五
所
川
原

大
橋
早
期
完
成
に
つ
い
て
陳
情

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
昭
和
六
＋
四
年
度

完
成
予
定
を
繰
り
あ
げ
、
 一
日

も
早
い
開
通
に
向
け
強
力
に
運

動
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
 

席
上
、
市
に
対
す
る
記
念
事

業
と
し
て
贈
っ
た
も
の
で
、
荒

関
会
長
が
森
田
市
長
に
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。
 

辻校長（右）にエンジニアを目指す決意を
宣誓する間山さん 

運
動
公
園

の
整
備
に
と

ハ
ル

ニ
レ

2
0本
蕊
湯
蟹
 

診

難
森
w豪
鷲
灘
鴛
雄
蕊
班
鋸搬
嚇
難
東
日
流
ラ

イ
オ
ン

ズ

ク
ラ
ブ
 

し
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
、
来
賓
を
代
表

こ
の
日
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
ラ
 
し

て
お
祝
い
と
お
礼
の
こ
と
ば

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
に
 
を
述

べ
ま
し
た
。
 

加
盟
が
承
認
さ
れ
る
認
証
状
伝
 
市
で

は
、
施
工
中
の
菊
ケ
丘

達
式
が
、
中
央
公
民
館
で
来
賓
 
運

動
公
園
の
全
体
計
画
に
合
わ

及
び
県
内
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
 

せ
て
会
員
に
植
樹
し
て
い
た
だ

ブ
会
員
な
ど
約
四
百
五
＋
人
が
 

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

r
 

r
 



五
所

川
原
警

察

署
 

捜
査
活
動
に
ご

協
力
を
“
【
 

犯
罪
を
ガ
見
た
ら
与
聞
い
た
ら
ク

ド
ロ
ボ
ー
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
 

ク現
場
は
そ
の
ま
ま
H
 1

1
0
番
 

1
1
0
番
 

市
で
は
四
月
二
士
百
、

中

央
公
民
館
で
地
域
相
談
指
導
員

一
一
十
六
人の
委
嘱
状
の
交
付
式

を
行
い
ま
し
た
。
 

同
相
談
員
は
、
出
稼
者
の
就

労
動
向
の
は
握
や
出
稼
者
に
対

す
る
求
人
情
報
の
提
供
、
留
守

家
族
と
の
相
談
等
の
業
務
を
行
 

う
も
の
で
す
。
 

交
付
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「出
稼
ぎ
に
よ
る
悲
劇
を
未
然

に
防
止
し
、
明
る
い
出
稼
ぎ
が

で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
三
上
繁
五
所
川
 

山火事注意ノ こ譲響難鷲ミ！ 

tz感cQ)投げすて・ノ 

舞麟轟熟ぐ*0)i 誌 

J
(
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地垣財目談指導員委嘱状交付式 
「
 

 

亥
 

奔
彦

h心
い
心
黄
臣
？
彰中
離黄
叫
敏遥
＆
引差
名
阜
阜
心
心
心
〈
占
カ
カ
《

孫
かR
吉
一差
叫
義張
Wg
g阜
阜
阜
蕊
ガ

多
な
卓心心
。
阜
〈
占，
垂叱
試盛
答
 

路
差
喪
熱
密
彩
名
忍
奪
＼
篇
臓
問
奮
護
“
＆
議
ク
名
騒心
＆
（
島
り
宮
悼
い
い
“＼
案
臣
離
多
敏
阜
＆
聾z

豪
袋
N」
古
古
富
導
阜舞
斧
 

原
公
共
職
業
安
定
所
長
が
「
出

稼
ぎ
の
現
況
」
 
に
つ
いて
講
話

し
、
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

同
指
導
貝
に
委
嘱
さ
れ
た
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

山
川
定
助
（
新
宮
町
）
、田
中
一1
1
 

千
男
、
和
島
弘

（
以
上飯
詰
）
、
 

其
田
勤

（
下
岩崎
）
、竹
谷
政
美
、
 

前
田
公
範

（
以
上
梅田
）
、長
沢

政
美
、工
藤
柾
光
（
以
上小
曲
）
、
 

藤
田
勇
勝
（
姥
落
）
、加
藤
正
広
 

（
稲
実）
、間
山
正
司

（
松
野
木）
、
 

斉
藤
由
雄
（
神
山
）
、須
藤
輝
一
 

（
野里
）
、福
士
英

一
 （
高
野
）
、
 

新
谷

一
郎
（
羽
野
木
沢
）
、松
川

利
雄
、高
橋
文
弘

（
以
上長
富
）
、
 

岩
崎
繁
夫
（
金
山
）
、蒔
田
正
美
 

（
唐
笠柳
）
、野
呂
国
四
郎
、
 一

戸
正
道
、
木
村
幸
治

（
以
上
藻

川
）
、開
米
実
枝

（
鶴
ケ岡
）
、館

山

一
幸
、
高
橋
逸
郎

（
以
上
種

井
）
、笠
井
安
信

（
桜
田）
 

二級ボイラー技士免許試験に

伴う講習会のお知らせ 

⑥ボイラー実技講習会 

ン日日寺 5 月30日～ 6 月 1 日 （ 3 日間） 

zF前 9 時～午後 5 時まで、 

）会場 西北労働基準協会 2 階会議室 

＞受講料 13,500円（テギスト代含む） 

⑥ニ級ボイラー技士免剖二試験準備講習会 

ン日時 7 月19日～22日 （ 4 日間） 

午前 9 時～午後 5 時まで’ 

＞会場 西北労働基準協会 2 階会議室 

）受講料 14,500円（テギスト代含む） 

0定員 各80人 

0締切日 5 月25日 （定員になり次第締切り） 

※詳しいことやお申し込みは、 （社）西北労働 

基準協会（市内新宮町84一 5 廿⑩6336番）へ 

どうそこ’ 

低世界を探そうボクらの町でカ 

全国ー斉 

ウオークラリー大会 
これーは、家族や仲間が協力し合 J て、 E催者 

"  
から渡されたコース図に従って、 4 - 6 knlを 2 

~2時間半以内に歩き、数か所のポイントを廻 

ってゴールをめざすも（7）で、年齢に関係なく ど 

なたでも参加できます。 

ン日日寺 5 月15日（日） 8:00集合、io:ooスタート 

レ会場 菊ケ丘運重tl公園 

ンヲ二ーム編成 1チーム 3~ 5 人 

＞参加費 1人 2 0 0円（保険料他） 

ン携行品 気楽に歩ける服装、昼食 

レ申し込み締切 5 月 9 日 （大会当日の申し込 

みもできます。） 

レ申し込み先及び間い合わせ先 

菊地久子さ人ノ（市内八重菊20の35か唾4:)5735番） 

まて1’。 

※大会当日、小雨の場合は決行しますが荒天時 

は中止します。 

主催 （財）日本レクリエーション協会 

西北五レクリエーション協会 
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みんなの教室 受講生募集 
中央公民館 

ン申し込み受ィ寸期間 5 月1 日～15日 

ン申し込み方法 ノ、ガキに希望教室名、住所、 

氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、 

お申し込みください。 （希望教室は一人で 2 

教室まで申し込みできます。） 

ン受講科 無料・（ただし実費は必、要です。） 

＞定員 スポーツ教室は40人、他の教室は20人 

です。 （各教室とも先着順で定員になり次第 

締め切りさせていただきます。） 

※お申し込みやお問い合わせは、市中央公民館 

（市内鎌谷町117-7 廿⑩ 6O56番）へどうぞ。 

募集内容 

教室名 II穣日 時 	I町 I溝 	訓i 	名 

茶 	j直 水 
午io:oo- 
前 	12:00 

裏千家 
浜田 宗近先生 

1主 	花 木 
10:00- 

12:00 
馴渋
 
眺
谷
 
と
 
先
 
生
 

佳三 	イE 水 
10:00~ 

12:00 
小原流 
鰐田 和子先生 

料一 	王里 木 
10:00- 

12:00 山 本 淳先生 

洋 	裁 土 9:30- 
12:00 野呂三枝子先生 

着 	イ、」 金 
10:00- 

12:00 鶴谷公美子先生 

ちぎり糸会 木 
io:oo- 

12:00 神 貴美子先生 

日本舞踊舞 金 
10:00- 

12:00 藤間 綾彩先生 

コーヒー 月 
9:30-

ii:oo 小栗山隆志先生 

書
 
」
欝
 

水 
10:00- 

12:00 
東奥書道 
時田 智子先生 

ス、J」ーミ一、ソ 火 
io:oo- 

12:00 藤田 女少子先生 

多ア’ ン 	ス 木 
9:30- 

11:30 田沢 俊一先生 

藤 手 芸 Jく 
10:00--- 

12:00 藤森 せっ先生 

軽スポーツ部員募集 
1動く婦人・家庭の主婦を文寸象に活重力している

サークノレで、主としてストレッチ体操、 リズZA 

体操などを行っています。新部員を募集します。 

ンジ舌動日 毎週土曜日午後1時30分～ 3 日寺

レ場所 市働く婦人の家 

※詳しいことやお申し込みは、佐々木さん（廿 

@) 8578番）へどうぞ’。 

卓球愛好会 会員募集 
ン練習日 毎週木曜日 午前10時～正午まで’ 

レ場所 市民体育館（サブ体育館） 

＞連絡先 昼間一後藤さん（廿⑨8795番）、午後 

6 時以降一花田さん（廿⑩2189番） 

年令・男女不間・初jL、者大歓迎 

「働く婦人の家」 

休館日の変更 
倒1く婦人の家の休館H が次のとおリ変史にな 

りました。 

ン休館日 

〇日曜日 

〇国民の祝日 

012月28日～31日および’1月 2 日～ 4 日まで・。 

ン開館時間 

'I一日15 9 II寺～午斤妾 9 II寺ま一 

生活講座 受講生募集 
雄“ 	 働く婦人の家 

レ受講資格 市内に住1折または勤務先を有する 

如｝人 

）受講料 無料（市羽斗費は本人負担） 

レ受講期間 5 月18日～ 7 月22日 

レ受講日寺間 午後 6 時30分～ 8 時30分 

レ申し込み締切 5 月14日 （土）正午まで、 

＞申し込み先 市働く婦人の家（か電ら>8898番） 

募集内容 
曜日 教室名 人員 回数 内 	 容 

水
  

着付教至 15 10 着こなしとポイント 

英会話教室 30 10 役に立っ英会話 

卓球教室 16 8 卓球の基礎 

本 料理教室 30 10 家庭料理（和・洋・中華など） 

金 書 j芭教室 20 10 惜書・かな 

「下北の道」 
参加者募集 

青森県歴史の道整備I促進協議会で1よ、下北の

道めぐりを行ないます。 

みなさんの参加をお待ちしております。 

）日日寺 5 月29日（日）午前 7 時30分～19時30分、 

レコース 板柳信用金庫前発 7 時30分～鶴田役

場前～中三前 8 時30分～今泉～蟹田フェリー 

脇野沢～猿山～恐山～石油基地～板柳～鶴田 

～中三前着19時30分 

ン集合場所・時間 中三デパート前（市内本町） 

午前 8 日寺 

レ会費 1人5,700円（昼食、タ食、フエリー、見学料） 

ン申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴

史の道整備i促進協議会事務局（か0177④1064 

番） 

ン申し込み締切 5 月24日（刃 

レ申し込み受ィ寸日寺間 午前 8β寺30分～午後 4U寺 

（日曜日を除く） 
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計量器（はかり）の定期検査 
商店、農業経営者などで計量器を使用してし、 

る方は、年1回の定期検査を必、ず受けてくださ 

U'0 

く注意事項〉 

①検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査料 

（種類によって異なる）をご持参ください。 

②検査を受けない計量器は使用することができ 

ませ・ん。 

③通知書記載の期日に検査を受けられない方は、 

他の場所でも受けられます。 

④期間中に検査を受けないと県計量検定所（青

森市八、ソ役字芦谷廿01 77⑩8555番）で’受検し

なけれーばなりませーん。 

実 	施 	期 	日 実 施 場 所 

5 月23日引） 

io:oo~i 2:00 

13:00-14:30 

毘沙門・長富コミュニテ
イ一センター 

コミュニテイ一センタ―
飯詰 

3 月24日（刃 io:oo~is:oo 五所川原市農業協同組合
三好支所 

5 月25日困 

10】0o一1 11:30 

13:00-15:00 

コミュニテイーセンター 
中川 

津軽中央農業協同組合吹
畑支所 

5 月26日（村 

10:00一」 11:30 五所川原市農業協同組合
栄支所 

13:00一1 14:00 梅沢コミュニテイーセン
ター 

5 月27日（斜 

10】oo~ 11:30 

13:00-14:00 

コミュニテイーセンター 
長橋 

コミュニテイーセンター 
七和 

5 月30 [J（月） io:oo~is:oo 中央集会所 
（上平井町~日郵便局跡） 

5 月31日（'k) io:oo~is:oo 同 	上 

6 月 1日困 1o】0o~ 15:00 五所川原市民文化会館 

6 月 2 日困 io:oo~ is:oo 同 	L 

朝市の開設 
新鮮な里上菜、魚などを市価よリノ安く皆さんの 

食卓に提供しようという恒例の朝市です。 

ン開設期間 6 月1 日～11月30日 

N開設時間 午前 4 時～ 7 時 

N開設場所 市庁舎前お祭り広場 

※出店希望の方は 「朝市の会」 （代表柴谷鉄ンー 

"4う)8623番）へお申し込みくノごさい。 

くらしと趣味の教室 
勤労青少年ホーム 

＞受講資格 市内に住,折または勤務先を有する 

勤労青少年（15歳～30歳まで’の人） 

ン受講料 無米斗 

ン期間 前期 5 月24日～ 7 月29日 

後期 9 月20日～12月 2 日 

N受講時間 午後 6 時30分～ 8 時30分 

レ申し込み締切 5 月21日 （土） まで’ 

＞申し込み先 勤労青少年ホーム（"@3602番） 

募集内容 
曜日 教 室 名 定員 回数 内 

火
  

料
 
陶
 
茶

理
 
芸
 
道
 
 

15 10 和・洋・中華など 

12 10 焼物の基本 

10 10 お茶の基本（裏千家） 

水
  

エアロビクス 50 20 
	 やさしく踊れる基本 

社交ダンス 30 10 

生 け 花 15 10 小原流 

木 ボールペン字 10 10 実用ボールペン字 

着 	付 10 10 着こなしのポイント 

金 組 	ひ 	も 10 10 各種基本から完成まで 

※エアロビクスは、前後期の募集はなく、いつ

で’も自由に入講できます。(5 月24日～11月16 

日まで’) 

昭和63年度県青年海外派遣事業 

参加者募集 
本県青年を海外に派遣し、各国青年との親善・

交流を行うことによって、青年の国際的視野の

手I」；大と国際的協力の精神のかん養を図り、次代

を担う有為な青年の育成を目的とするものです。 

＞訪間国 ィギリス、オランダ、西ドイツ、ス 

イス、フランス（予定） 

レ期間 8 月24日（水)- 9 月 8 日（わ16日間 

ン募集人員 本市から1人（県全体24人） 

レ経費 219,000円（イ固人負担額） 

ンI応募資格 

①市内に居住し、 日本国籍を有する20歳以上 

30歳未満の男女。 

②帰国後、各地域や職場、青少年団体等にお

いて活動が期待できる人。 

N申し込み、問い合わせ先 市中央公民館（廿

⑩ 6056番）、 または県青少年室（か0177⑩11 
11番内線2217番）へどうぞ。 

、 

, 



江 渡 医 院 田辺胃腸科外科医院

小 笠 原 内 科 医 院 対馬内科小児科医院

兼平内科小児科医院 冨田胃腸科内科医院 
Ill崎胃腸科内科医院 中 村 内 科 隊 院

木 村 内 科 医 院・永田小児科内科医院

健生病院五所川原診療所‘白 生 会 胃 腸病 院 

佐藤仁外科胃腸科医院・ 復 明 堂 医 院

佐藤内科小児科医院・ 増 田 病 院

荘 司 内 科 医 院・ 三 好 診 療 所

白戸胃腸科外科医院・ 森 田 診 療 所

西 北 中 央 病 院・ 森内科小児科医院 

田
対
冨

中
永
 

院
院

院

院
 

みんなの健康教室 

5 月 2 7 日 （金）午後 1時 

市保健センター 

対馬 昭幸 先生 

（対馬内科司、児科医院長） 

「脳卒中について」 

主 催 北五医師会‘市民保健協議会 

ン日 時 

ン」易 所 

レ講 自市 

ンラニーーマ 

昭和63年（1988年）5 月 1日 
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人の命を救・う 
「愛の献fin」に Cご協力をノ 
ただいま県内では輸血用の血液が大変不足し、 

大ピンチです。手術等で多量に輸血を‘必要とし

ている方々へ市民の皆さん、愛の献血をお願い

します。 

期 	日 時 	問 場 	所 

5 月 9H 

（月） 

午前10時から 
午前11時10分まで 

O五所川原 
中央水産株 

正午から 
午後 2 時30分まで 

日立東部セミコン
ダクタ 

午後 3 時から 
午後 4 時まで 

青森日産モータ― 
脚五所川原営業所 

5 月26日 

（木） 

午前10時から 
午前11時10分まで’ 

市役所お祭り広場 

正
 
午
 

か
午
 
ら

後
  

1
 
時
 

士
よ
 
で
 

山口メリャス工場 
（毘沙門） 

午後 1時30分から
午後 4 時まで・ 

西北中央病院 

粗大ゴミの収集 

5月・8月・11月の年3回 

収集します 
レ各月の第3木曜日 

旧町内、湊、湊団地、みどり町、松島町、若 

葉 

ン各月の第4金曜日 

七和、梅沢、長橋、栄、松島、飯詰、毘マ少門、 

中川、三好の各地区 

※粗大ゴミを出す方は、収集日の 2 日前までに 

市衛生課（"（③，)2111番内線 2 6 9 番）へこり車 

一 絡ください。 

五
所

川
原

短
歌
会
 

ふ
き
 

残
雪
の
消
え
ゆ
く
風
の
つ
め
た
さ
に
蕗
の
と
う
取
り
 

て
子
等
遊
び
を
り
 
大
久

保
 
勘
 
一
一
一
 

最
後
な
る
連
絡
船
に
疲
れ
し
と
海
峡
線
を
帰
り
来
し
 

友
 
山
 
上
 

和
 
美
 

雪
の
上
タ
映
え
懸
す
野
に
あ
り
て
争
ぶ
く
柳
の
も
て
 

る
や
さ
し
さ
 
鈴
 
木
 
勝
 
次
 

農
政
の
矛
盾
は
ら
み
し
津
軽
野
の
田
面
は
か
な
し
区
 

画
整
理
あ
と
 
岩
 
谷
 

明
 
雄
 

裏
庭
も
表
の
庭
も
戴
や
か
に
小
鳥
さ
え
ず
る
春
雨
の
 

朝
 
小
笠
原
 

俊
 
亮
 

辱
務
あ
て
並
木
の
幹
に
呼
杉
島
の
虫
掘
る
音
を
朝
あ
 

け
に
聞
く
 
関
 
喜

代
栄
 

短 

歌 

ミニドツクを受けよう 
市では40歳以上の市民を文寸象に成人病の早期

発見、早期治療を目的としたミニードックを実施

しています。対象となる人は積極的に受けるよ

うにしてく ださい。 

レ実施期間 4 月15日カ、ら昭和64年 2 月28日ま 

レ実施時間 医療機関によって実施時間が違し、 

ますので申し込み時にお知らせいたします。 

ン対象者 昭和24年 3 月31日までに生まれた方。 

ン受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支所窓口に保険証を持参のうえ、 

受診記録票の交付を受け、希望する医療機関

で受診してください。 

）受診料 無米ミI 

＞診査項目 問診、身体測定、血圧測定、心電

図、尿検査、貧血検査、肝機能検査。 

ン問い合わせ先 市衛生課（か電B>2111番内線 2 

7 2 番） 

⑥実施医療機関名 

一
、
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